
1 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

情報の伝達が心配 他地区の災害の状
況を知るすべがあ
るのか（家族が南
国、高知にいる）

地震情報の確保家屋の倒壊で道が
ふさがる

自分の住んでいる
家が地震に対して
充分な強度がある
か知らない

道が狭いので救急
車両、避難に支障

避難場所に避難場所に避難場所に避難場所に
入れない人を入れない人を入れない人を入れない人を
どうするか？どうするか？どうするか？どうするか？

―

地区の活動も見え
てこない

ガス、電気などのラ
イフラインの確保

古い民家の倒壊

開催地

消防署までの時間
が１０分ほどかかる

防災会（町内会）に
参加しない方が多
い

香美会場

家族間の連絡家族間の連絡家族間の連絡家族間の連絡

県外に住んでいる
家族に連絡が取れ
なくなりそう

家族への連絡 家族との連絡が取
りづらい（勤め人が
多い）

高齢者・弱高齢者・弱高齢者・弱高齢者・弱
者の避難者の避難者の避難者の避難

負傷者や病人が多
くいる場合、どうす
ればよいか心配

高齢者、入院患者
の避難が難しい

高齢者世帯が多い
救助が大変

近隣間の関近隣間の関近隣間の関近隣間の関
心が薄い心が薄い心が薄い心が薄い

となりに住んでいる
人の家族構成を知
らないので、助けを
求める事、求められ
ても出来そうにない

防災組織を作るの
に地域の関心が薄
い

一部、密集家屋、古
い家が多く、火災の
心配がある

･消防団員が動けるようにする←事前に
・消防団員は地区に特化すること
・耐震診断を受ける
・寝ている場所、物を置かない・隣近所に
知ってもらう
・大声を出す
・初期消火は自主防で

地震が発生した場
合、地震対策がさ
れていない古い住
宅が多く、潰れたり
火災が発生しても
女性、老人ばかりで
処置ができないの
ではないか不安

地震時、家が密集
しており、火災とそ
れによるケガ、死亡
者、心配

古い家が多く、家の
倒壊が多くなる

密集市街地密集市街地密集市街地密集市街地
の対策の対策の対策の対策

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・防災マップの中に「食」の情報を入れる
・家、個人で最低限の確保
・自販機、コンビニの場所を知っておく
・危機意識を持つことが大切
・地域での備蓄を知っておく（３日間）
・夜間時などの食の確保ができるシステムを
事前に把握しておく

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

食の確保食の確保食の確保食の確保

食料、飲み水の確
保

食べ物、飲み物の
確保をどうすれば
いいのかわからな
い（地震発生後）

誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ

・地区だけの名簿をつくる→隣組（となり近
所）の集合体
  →地区全体へ繋げていく
・日頃の催し、集まりからスタートする

・各家庭の中で話し合い、決まりごとを
・連絡を少なくすること
・一次避難場所を確認しておく

・自主防をまち全体で呼びかけていく

――――

避難場所の確保 避難場所まで危険
箇所が多い

地区の避難場所が
どこかわからない

避難場所がわから
ない

若い人の意識が薄
い

災害があっても大き
な病院や施設が殆
んどない

台風、地震の時の
救助のための名簿
づくりに個人情報関
連などで支障



2 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

○ ○
○ ○

地震発生初期の気
構え

南海地震に対する
意識の差が大

中山間は大きな川
等なく（山津波）、人
家散在、こうした中
での事前対応

災害弱者災害弱者災害弱者災害弱者

・自主防災組織訓練
・情報の共有（どこで寝ている）
・消防、福祉事務所を把握
・個人情報のからみでむずかしくなっている（プラ
イバシー）
・防災委員が活躍している
・「どこで寝てる」の情報
・普通のつきあいを大切にして人間関係を深める
・防災マップは整備されている

災害弱者救助 お年寄りの人数が
多いので助け合うこ
とが大変

独居老人の誘導 避難集合場所に来
ていない者のチェッ
ク
自主防災組織

お年寄りのみの家
庭が多く、家からの
脱出が困難

疾病者の手当て手
法

地域的に山崩れなどの
心配は少ないが、地震
発生時には高齢者など
への伝達・避難の方法
をどうすればよいか

家に押し潰された人
を助ける方法

ライフラインライフラインライフラインライフライン

・早期避難の指示ができる体制づくり
・危険箇所の確認と周知
・指定（山くずれ）山津波・山津波・山津波・山津波・

山崩れ山崩れ山崩れ山崩れ

地域へリーダーの
委嘱（任意）をして
はどうか

部落民を対象にし
て行政の説明

ライフラインがつぶ
れたときの対策

・電気が止まったら井戸水が使えない
・発電機を各地区で設置
・各戸で飲み水を確保しておく
・飲み水の確保

道が狭く、消防車が
入ってこれない

街灯がない為、夜
歩けない

スムーズな避難

避難場所避難場所避難場所避難場所

避難場所への距離

塀が倒れるのが怖
い

避難場所が確実に
は周知されていな
い

家屋・火事家屋・火事家屋・火事家屋・火事

・初期消火対策
・消火器の全戸配布

・消火器の使い方の訓練

・実際に使ってみる

火事の初期消火 古い建物が多い場
所のくずれが怖い

火災における初期
消火の指導

家屋内の落下物に
よる被災

･ブレーカーをおろしておく
・寝る前に元栓を切る習慣をつける（プロパン）
・安全装置付きに替えておく
・家具の固定

――――

津波は山田堰まで

開催地

津波の直接被害は
ないと思われる

香美会場

高齢者の寝室がど
こにあるか近所で知
り合う

中山間で起こりうる
災害事象を説明し
てほしい

―

各情報が海津波
で、中山間対策が
乏しい

家具の固定等はお
年寄りには困難

食料不足の不安 食料 日用品（日常必需
品）

井戸の水が使えなく
なる

消防組織（消防団
が地区毎にあるが）
高齢化してきている

○ ○
倒壊による火災 家屋の倒壊 家屋の倒壊

狭い道路が多い
が、ふさがるので困
る

火事の発生

・とっさの時に逃げる場所への案内
・指定された避難場所への案内は可能

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と
誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ

対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策



3 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

―――― ―

いつ来るのか？
確率では分からな
い

直前予知の為に猫
を飼っているが、そ
の猫が役に立つ
か？

昼に地震がきたら
家にいる犬とネコが
心配

いつくるの地いつくるの地いつくるの地いつくるの地
震！震！震！震！

―

正確な情報が正確な情報が正確な情報が正確な情報が
ほしいほしいほしいほしい

＜病気への＜病気への＜病気への＜病気への
対応＞対応＞対応＞対応＞

＜子ども＞＜子ども＞＜子ども＞＜子ども＞

ここでいいここでいいここでいいここでいい
の？避難場の？避難場の？避難場の？避難場
所所所所

持病の薬が切れた
ら死んでしまう

隣の病院の耐震性
は大丈夫か？

･情報保護法緩和の特例
・地域医療機関の準備

―

赤ん坊のオムツや
ミルクの確保ができ
るか？

避難場所の場所が
不明

―

死傷者に対する早
急な対応（医療）が
出来るかが心配で
ある

―

避難場所が分から
ない

避難場所がわから
ない

バラバラになってい
る家族との連絡が
とれるだろうか？

・迂回路整備
・予防訓練　重機操作訓練
・重機供与協定
・移動手段の超法規（モノ）措置（人）
・オフロードバイク隊

・地区拠点に防災センター設置
・地区に民間の専門委を
・災害ボランティアコーディネートの仕組みを構
築

遠方からの家族の
状況がわかるか

家族がバラバラ（昼
間）なので、そこの
地域の避難場所が
わからず困る

ジャスコに逃げろと
言われたが本当に
大丈夫？

避難場所へ行くの
に金谷川を通る
道がつえたら行く場
所がない

開催地

ダム崩壊したらどう
なる

香美会場

耐震（ちょっと耐震（ちょっと耐震（ちょっと耐震（ちょっと
広い意味）広い意味）広い意味）広い意味）

我が家の安全 自分の家が大丈夫
か不安

耐震診断は3,000円
で簡単だが、耐震
補強は高すぎて困
難

人と人とのコ人と人とのコ人と人とのコ人と人とのコ
ミュニティが大ミュニティが大ミュニティが大ミュニティが大
事事事事

新興地域なので交
流が地域にない
（昔から居る人との
交流がない）

避難場所で見ず知
らずの方たちと共同
生活ができるかが
不安

野市は（特に我が
部落）、意識が低く
自主防災組織が立
ち上がらない

孤立孤立孤立孤立

山津波（土石流）が
発生し、山ぞいの集
落が危険にさらされ
るのではないか

山地で孤立するの
で困る

＜高齢者＞＜高齢者＞＜高齢者＞＜高齢者＞

独居老人を助けら
れるか？
どこにいるのか？

地域には高齢者
（独居老人）が多い
為、その人達の対
応が心配される

災害弱者へ災害弱者へ災害弱者へ災害弱者へ
の対応の対応の対応の対応
＜障害者＞＜障害者＞＜障害者＞＜障害者＞

知的障害者の入所
施設は避難にとて
も困るだろう
みんなパニック

要介護高齢者や難
病患者の避難誘導
の仕方

近所の知的障害者
は逃げ切れるだろう
か

食料確保に困る 燃料確保に困る

家で何日分の水や
食べものを保存して
いいのか分からな
い

見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

避難時に他人の家
などに侵入してもい
いか？

火災が心配地震後の正確な情
報が把握できるの
か
デマにまどわされな
いか

ライフラインの確保
ができるか心配

どこまで準備どこまで準備どこまで準備どこまで準備
したらいいのしたらいいのしたらいいのしたらいいの
かライフライかライフライかライフライかライフライ
ンンンン

水、食物がなくなっ
てしまう

増築で井戸をつぶ
してしまった

ライフライン（道路、
電気、水道）が壊れ
る事

誰    が誰    が誰    が誰    が い    つい    つい    つい    つ
対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策

・高知県単独あるいは小地域単独での３日間
の食料備蓄
・食料確保の企業協力推進のための条例
・経験者（高齢者）の活用
・究極の地産　授業に”食べられる山野草”など
の講座を取り入れる
・公共井戸整備
・山田にはまだ井戸がある
・自然エネルギー活用推進
・役に立つ道具、認定制度
・地産地消　農地活用
・間伐材　伐採許可



4 班

自分自分自分自分 地域地域地域地域 行政行政行政行政 今から今から今から今から その時その時その時その時 被災後被災後被災後被災後

津波による被害目の前に吾岡山があり、
地震で崩れないか（山を
削っているので低いがど
こまで流れてくるか）

・地震がおきたらとにかく逃げる
・災害の予測をあらかじめ明確にしておく

市町村で孤立した場合
の住民意識

トリアージの訓練をしてもらう

生垣やフェンスに変えていく

・手動式ラジオを常備しておく（充電式）

・再度、各地区の防災備品をチェック
・防災会を立ち上げる　地区各々で（５０～１００世
帯）
・数字で言われてもピンとこないので映像で視覚
に訴える
・特に若い人たちの意識が弱いため、学校なので
地震について知る（南海地震の経験者などでの
講演など）
・自主防災、町内会でしているところもあるけど、
できていないので義務づけして（市町村）やれば
どうか？
・災害に対するシミュレーション・研修会を今年度
中に開催（市全体）

災害災害災害災害

住民意識住民意識住民意識住民意識

県民(特に若者）の危機
感があまりない

実際にどうしていいか解
らない！
訓練などしていない

山間部なため津波の心
配はないが、山や木など
が崩れ、家屋が心配

医療機関数医療機関数医療機関数医療機関数

病院は足りているか

情報の入手情報の入手情報の入手情報の入手

地震の情報を知ることが
できるのか

災害弱者災害弱者災害弱者災害弱者

一人暮しの老人の救出
に人手がいる

・耐震診断、対策を行う
・補強工事の必要性の調査
・家具の補強

家屋倒壊が多いと思わ
れる（古い家が多い）

家屋の倒壊家屋の倒壊家屋の倒壊家屋の倒壊
家の中で寝ていたとき、
上から窓ガラスが割れて
落ちてこないか（タンスも
含む）

住宅密集地なので火災
がおこったら大変

マンションに住んでいる
ので崩れないだろうか？
（２Fなので）

家屋の倒壊後の家の確
保

緊急車両の緊急車両の緊急車両の緊急車両の
通行路の確通行路の確通行路の確通行路の確
保保保保

近所の家のブロック塀の
倒壊→通行困難

家族との連絡家族との連絡家族との連絡家族との連絡

・自分で３日分の食料水を確保しておく
・防災備品を充実させておく　地域で役割を大ま
かに分担しておく

・災害伝言ダイヤルがNTTドコモにあるので、日
頃から家族でやり方をレクチャーしておく
・できるだけ早く家族全員で決め事を話し合ってお
く。　災害ダイヤル等
・家族での災害に対しての会議　（家族災害マップ
作成）

避難場所避難場所避難場所避難場所

・数家族で適当な避難場所、経路を決めておく
・町内での避難訓練の実施
・普段から住民を把握するために、行事などに積
極的に参加する
・近所の寄り合い等に参加していく（情報交換）
・地域の行事等に参加し、地域住民との交流をも
つ

生活支援生活支援生活支援生活支援

近所にどのような人が住
んでいるのか把握されて
いないのが現状

近所づきあいがないの
で、取り残された場合発
見が遅れる。

開催地 香美会場

子ども、障害者、高齢者
の安全が心配

近所の老人や弱者の情
報がわからない
分かる情報の確立

避難場所まで少し遠い
ので祖父母が心配

自宅周辺は古い家や高
齢者が多いので、近所
の力だけでは救助できな
い

・各家庭の構成をあらかじめ報告して、まとめてお
く
・日頃から近所とのつきあいをする

近所にはお年寄りが多
いがその際の救助

避難場所に行って、入れ
るのか？（人が多いの
で）

避難場所まで行けても、
そこでうまくやっていける
か？（ほとんど知らない
人ばかりなので・・・）

近所とのネットワークが
薄い

避難後、他の方々の救
出、etcの連絡が決定さ
れていない

避難場所に人が集まっ
てくるが、全員収容でき
るだろうか？

避難場所まで安全に着く
ことができるのか

避難場所が適切かどう
かの判断が難しい

家族の安否
（連絡がとりづらそう）

連絡がとりづらくなる（家
族とか）

仕事先で被災した場合、
帰宅できなるかも→子ど
もはどうしたら？

家族の安否
連絡がとれにくい（どこで
何をしているか？とても
心配）

避難場所の共有をしてい
ない

自分と家族の安全度が
わからない

物資の確保、提供しても
らえるのか

山間部なため支援が届
きにくい

ライフラインの断絶（水・
電気など）

ライフラインが止まるの
で生活に不便を感じる

震災後、物資や食料、仮
設住宅は充分足りるの
か

い    つい    つい    つい    つ
対　　　    策対　　　    策対　　　    策対　　　    策見 出 し見 出 し見 出 し見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

誰    が誰    が誰    が誰    が

食料や水は、与えられる
のか？


